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分野／部門 

無形文化財／芸能〔演芸〕 

 

保持者 

夢路いとし・喜味こいし 

 

紹介 

 

 「まんざい」という名称は、千年も万年も家人の長寿繁栄を予祝する祝福芸である「千秋萬

歳（万歳）」とされている。現代の「漫才」は「萬歳」からの流れをそのまま受け継ぐものではな

いが、現在の「しゃべくり」を中心とした形態をとるようになってからでも、およそ100年を経

過している。この話芸は、大阪で生まれ、その魅力から東京をはじめ全国に広まり、多くの「笑

い」を通じて、市民生活に欠くことのできない「潤い」をもたらし続けてきた。 

 夢路いとし（本名：篠原博信、大正 14年3月27日生まれ、横浜市出身）・喜味こいし（本名：

篠原勲、昭和 2年 11月 5日生まれ、横浜市出身）の両名は、およそ 60年の長きにわたり兄

弟コンビとして「上方漫才」の保存と振興に尽力されてきた。いわゆる「家庭もの」を中心とし

た漫才は、巧妙な話術と間・ま・の活用によって、「漫才の教科書」ともいわれ健全な笑いを提

供し、「上方漫才」の伝統を正しく体現したものであり、未来に継承すべきものと思われる。ま

た、「いとこい一座」を結成し、大阪府民劇場の催しとして、各地において、漫才を主体とした

演芸バラエテイショーを公演するなどして、漫才の普及に努めるとともに、出演者の技芸の錬

磨のみならず、若手の育成にも尽力してきた。 

 平成 24年 2月指定解除。 
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